
中津市監査委員告示第 3 号

　地方自治法第１９９条第９項の規定により、令和7年度工事監査の結果を

別紙のとおり公表する。

令和8年2月20日

中津市監査委員 岡　 　雅　一

中津市監査委員 木ノ下　素 信

写



1. 監査実施日 令 和 7 年 11 月 6 日 ～ 令 和 7 年 11 月 7 日

2. 監査対象工事

(1) 道適第１号 舗装補修 工事

(2) 上施浄工第１号 低区配水池築造 工事

3. 監査の方法

派遣技術士

　建設部門　　　太田　潤一郎　氏

4. 監査の結果

　監査の結果は、別紙のとおりである。

　なお、この監査結果は技術士の意見、指摘、要望等に基づいたものである。

工　事　監　査　報　告　（概　要）

　実施にあたっては公益社団法人大阪技術振興協会に業務委託し、同協会から技術士の派遣を
求め、監査委員出席のもと工事別に関係職員等から説明を聴取し書類を審査した後、現地にお
いて施工状況について検査した。
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 98.0% 
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1,413,816,800
1,159,329,776  

     1,413,816,800  
82.0% 

 1,300,711,456  
    1,159,329,776  

78.5% 78.5%  
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【 現 場 写 真 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設低区配水池全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根部全景 （足場上より） （パノラマのため写真にゆがみ有り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場掲示物 （建設業の許可票、労災保険関係成立票、施工体系図など、 

  建設業法、同・施行規則等により定められた掲示物は全て正しく掲示されている） 
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【資料-１】 
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【資料-２】 
 

【特 記 仕 様 書 記 載 例 】 

 

舗装切断時に発生する排水等の処理について 

第〇条 舗装切断時に発生する排水は、産業廃棄物（汚泥）として「廃棄物の処理及び清掃に

関する法律」（以下「廃掃法」という）に基づき適正に処理しなければならない。 

第〇条 受注者が当該排水を運搬する場合は、廃掃法に基づき、産業廃棄物運搬車両の表

示と、廃棄物の種類・運搬先等必要事項を記載した書面（以下「マニフェスト」という）

を携行すること。  

第〇条 受注者は当該排水の処理に係るマニフェストを監督員に提示するとともに、産業廃

棄物処理確認票（以下「確認表」という）を提出すること。  

第〇条 受注者は当該排水が生じない工法（乾式等）を採用した場合も、当該排水と同様に

粉塵飛散防止対策を実施するとともに、収集した粉塵については、産業廃棄物（がれ

き類）として適正な運搬・処理を実施し、マニフェストを監督員に提示するとともに、確

認票を提出すること。 
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【資料-３】 
 

【スロッシング現象とバルジング現象】 

 

 

 

 

 

 

 

 

スロッシング波形                バルジング動水圧 

（水道施設耐震工法指針・解説 2022 より） 

 

 

• スロッシング波形 : 貯槽内の液面が大きく揺れ動く 「スロッシング（液面揺動）」 

によって生じる液面の変位（波）の形状や時間変化。 この現象は、主に長周期（数秒

から十数秒）の水平方向の揺れで励起されやすく、液体の上部（液面付近）で局所的

に大きな動水圧（波動圧）を発生させることから、屋根板や側壁上方に動水圧が作用

してこれらを破損させる場合がある。 

 

• バルジング動水圧 : 貯槽の側板が変形（膨らんだり凹んだり）する 「バルジング

（胴体振動）」 によって生じる動水圧。 この現象は、主に短周期（比較的高い振動

数）の揺れ（水平または鉛直方向）で起きやすく、特に貯槽の壁面下部や隅角部に、

より大きな力を及ぼし、壁面の構造健全性に大きな影響を与えることがある。  

 

 


